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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC 1:50-1:200

Calculated MW: 145 kDa; Observed MW: 145 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	抗原受容体を介したT細胞の活性化に必要なタンパク質チロシン-タンパク質ホスファターゼ。DPP4に結合すると、T細胞の共活性化の正の調節因子として作用する。最初のPTPaseドメインは酵素活性を持ち、2番目のPTPaseドメインは最初のPTPaseドメインの基質特異性に影響を与えると考えられる。T細胞が活性化されると、SKAP1とFYNをリクルートし、脱リン酸化を行う。LYNを脱リン酸化することで、LYNの活性を調節する。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CD45 抗体を使用した Jurkat 溶解物中の CD45 のウエスタン ブロット分析。
	

	CD45抗体（赤）とDAPI（青）を使用したヒト肝臓癌組織中のCD45の免疫蛍光分析。
	

	CD45 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。ネガティブコントロールは二次抗体のみを使用しました。

